
　（別紙４（２）） 事業所名　きたうえファミリーアネックス

目標達成計画 作成日：　平成　　27　年　　12月　　7日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 45

浴槽が狭く、車椅子の方はシャワーチェアーに
座り足浴しながらシャワー浴をしている。

シャワー浴の方が湯に浸かり、入浴の喜び
を感じて頂けるように支援する。

暖かい時期に（４月～１０月）、特養の機械浴を
借りてゆっくり湯に浸かれるようにする。勤務人
数が多い日にはアネックスのお風呂に2人対応
にて湯船に浸かってもらう。（いずれは改装など
を検討する）

10ヶ月

2 1

理念は壁に掲げているが、常に意識しているか
の確認はしていない。

理念を常に意識できるように唱和の場を設
けケアの向上に努める。

毎月のアネックス会議にて、必ず理念を唱和し
常に意識付ける。

6ヶ月

3 4

運営推進会議では参加者は現在定着した状態
で新たな参加者を増やしていない。

地域との関わりを充実させる為、もっと身近
な方にも参加していただけるようにする。

認知症の理解を深める為に、ご近所や近隣で
働いている方への参加を依頼する。

12ヶ月

4 52

特養玄関前の駐車場に浄化槽があり臭いが気
になる事がある。

定期点検及び一斉汲み取り清掃を行なって
いるが、臭い時は事務へ報告する。

2ヶ月に1回定期点検実施・溜まったら一斉汲み
取り清掃を行なっている。12月行なう予定。そ
れでも匂う時は清掃をする。 1ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


